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第12口大阿誅絵画晨

11月 6日 から10日 にかけて、大阿蘇絵画展が林業総合センター

で開催されました。

今年は九州各地から217点の出品があり、その中から特選・入

賞を含む86点が入選し、期間中展示されました。

最終日には表彰式が行われ、審査員からは 「質的に今までで最
も高い水準に達していました。独創的な作品や完成度の高い作品
は少なかったものの、作品のレベルの高さや出品点数の多さから

この美術展は確かに定着してきました」との評がありました。

◆特選 1席
「黎明」

◆特選 2席
「芽ば え」

◆審査員賞
「おみやげ」
「棚 田」
「春の息吹」

◆入賞
「新雪の阿蘇」
「冬瓜祭 り」
「晩夏」
「声」
「活火山」
「大阿蘇の樹 (1)
「阿蘇の猿芸人」
「木守」

子岡  求 (熊本市 )

熊谷 博恵 (熊本市)

■

日

□

中尾 明子 (玉名市 )

岩下 昭生 (高森町)

永田ヨシノ (熊本市)
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西村 隆夫
江藤 順子
寺床 征子
太原 澄子
渡辺 節子
黒木 日良志
中谷菜穂子
自石憲一郎

(熊本市)

(長陽村 )

(熊本市 )

(熊本市)

(熊本市)

(延岡市)

(城南町)

(熊本市)
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■蜆鶴| ◆特選 1席 「黎明」 寺岡 求 (熊本市 )
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特選 1席 に選ばれて大変光

栄です。大阿蘇絵画展には毎年

出品させていただいており、第
1回 目にも今回と同じような

朝 日が昇るイメージを出品 し

ました。今回は、初心に帰っても

う一度チャレンジしてみました。
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今年は、例年になく早い時期に初雪が降 りました。紅葉が

始まったばかりの11月 4日 、阿蘇五岳はみごとな雪と紅葉の

コントラス トで、不思議な光景を魅せてくれました。

▲阿蘇山に降った雪景色を背にして元気

に遊びまわる高森幼稚園の園児たち

　ヽ
ヽ

　̈
・

畷Ц Ⅶ
馴
副
副
副
酬
副剛
鰤
剛
国

hb・

|||

何か趣味を持ちたいと思い①

歳から絵画を始め、初めて出品

した大阿蘇絵画展で特選に選

ばれて本当にビックリしました。

これからも、できる限り絵画

を楽しみたいと思います。

緩ヽ

颯軋
◆特選 2席 「芽ばえ」 熊谷博恵 (熊本市 )

こ
の
カ
メ
ラ
を
見
か
け
ら
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
こ
れ

は
広
報
た
か
も
り
取
材
用
の
力

メ
ラ
で
す
。
こ
の
カ
メ
ラ
を
見

か
け
て
も
決
し
て
逃
げ
た
り
し

な
い
で
、
ど
ん
ど
ん
写

っ
て
く

だ
さ
い
。
写
真
技
術
は
ま
だ
ま

だ
未
熟
で
す
が
、
来
年
も
皆
さ

ん
の
表
情
を
頑
張

っ
て
写
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

____― … … …

年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ

と
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
の
１
年
間
い

ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

皆
さ
ん
に
と

っ
て
ど

の
よ

う
な
年
だ

っ
た
で
し
ょ
う
か
？

広
報
た
か
も
り
は
、
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ん
の
顔
、
声
が
誌
面

に
出
て
く
る
よ
う
な
広
報
誌
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

が ろ ず
い`本 か 今

‥
　
　
く

・■
　
　
ヽ

▲11月 4日 午前 9時ごろ休暇村南阿蘇から撮影。写真提供 :後藤秀徳さん (休暇村南阿蘇 施設課長、高森・旭通 )

1.水と緑と上のにおい、いつばいの住みよい町にします。

2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。

3.老人を大切|こ し、子どもの夢を育て幸せな町 |こ します。

4.動労を尊び、産業を振興し活力のある町 |こ します。

5.スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町 |こ します。

■発行/高森町役場 ■編集/企画観光課 〒869■

“

2熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番 地 TEL Oりo,-62-111l FAX()り 67-62-1174

(麦 霧 i善 森林資漁羅 ・自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。
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本
町
の
農
業
は
、
高
冷
地
の
冷
涼
な
気
候
を
活
か
し
た
米

・

野
菜

・
施
設
園
芸

・
畜
産
の
生
産
が
永
年
行
わ
れ
、
優
良
な
産

地
と
し
て
の
地
位
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
観
光
施
設
の
整
備
に
よ
り
観
光
産
業
も
飛
躍
的
な
成

長
を
と
げ
、
年
間
１
２
０
万
人
が
訪
れ
る
ま
で
に
な
り
、
自
然

環
境
に
配
慮
し
た
農
産
物
を
生
産
し
、
消
費
者
に
安
全
性
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
農
業
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

つ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
「土
づ
く
り
」
を
基
本
と
し
た
自
然
循
環
型
有
機

農
業
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の

「阿
蘇
高
森
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク

・

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
」
が
建
設
さ
れ
、
Ｈ
月
１９
日
に
落
成
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
主
に
、
堆
肥
の
生
産
販
売

。
作
業
の
受
託

・

有
機
農
業
の
推
進
を
行
い
ま
す
。

今
、

２１
世
紀
の
農
業
構
想
実
現
に
向
け
て
、
高
森
か
ら
農
業

が
変
わ
り
始
め
ま
し
た
。

熊
本
県
保
険
医
協
会
に
よ
る

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

１２
月

の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
月
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の
現
在
と
未
来

■
火
　
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
治
療
薬

■
水
　
脳
梗
塞

■
木
　
ど
う
し
て
入
れ
歯

っ
て
必

要
な
の
？

■
金
　
お
年
寄
り
の
皮
膚
の
か
ゆ
み

■
土

ｏ
日
　
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒

※
モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

Ｌ
０
９
６
‐
３
８
５
‐
３
３
０
０

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■

一
棗
〓
ｔ
ｉ
ｔ
出
一

■
と

き
　
１
月
１４
日

（火
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

■
棗
剤
警
一

■
と

き
　
１２
月
２０
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

野
尻
地
区

■
と

き
　
１２
月
１９
日

（木
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
朋
遊
館

体

日

在

宅

医

診
療
は
午
前

９
時
か
ら

午
後

５
時
ま
で

１２
月

１５
日

平

田

医

院

ｅ

６

２

１

０

２

１

６

Ｔ

１２
月
２２
日

立

野

病

院

ｅ

６

８

１

０

１

１

１

Ｔ

１２
月

２３
日

馬
原
内
科
病
院

ｅ

６

２

１

０

６

４

６

Ｔ

１２
月
２９
日

中

村

医

院

ｅ

６

７

１

２

３

３

３

Ｔ

１
月
１
日

立

野

病

院

ｅ

６

８

１

０

１

１

１

Ｔ

１
月
２
日

寺

崎

医

院

ｅ

６

２

１

０

３

７

８

Ｔ

１
月
３
日

南
郷
谷
整
形
外
科
医
院

ｅ

６

２

１

３

３

５

１

Ｔ

１
月
５
日

渡

辺

内

科

ｅ

６

７

１

１

７

７

７

Ｔ

ニ
ツ
ク

・情

報

　

　

心

配

ご

と

相

談

●   ●

●   ●

結

り出身の皆様ヘ 広報たかもりか

■
ふ
る
さ
と

へ
の
熱
い
想
い

お
寄
せ
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と

へ
の
想
い
や
近

況
報
告
、
た
か
も
り
の
発
展

に
役
立

つ
お
住
ま
い
の
街
の

紹
介
な
ど
を
お
寄

い
。
本
誌
で
紹
介

せ
く
だ
さ

し
ま
す
．

の

い
し
ま
す

本
誌
は
毎
月
３
３
０
０
部

を
印
サーーーーー
し
、
町
内
配
布
と
共

に
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の

た
か
も
り
出
身
の
皆
様
に
も

お
送
り
し
て

一ふ
る
さ
と
の

便
り
」
と
し
て
ご
愛
読
い
た

だ
い
て
い
ま
す
．

本
誌
は
郵
送
の
場
合
、
１
ケ

月
に
１
４
０
円
か
か
り
ま
す
，

（広
報
誌
代
は
別
）

引
き
続
き
、
１
年
分
程
度

の
ご
寄
付
を
お
願
い
申
し
ト

ま
す
。

(17)
温泉館休館日 12月 18日 (水 )、 12月 31日

Ч

“

―ロ

C) C`P

おめでた 日おくやみ

2002年 10月 受付分  (敬称略 )

熊谷古

<一般寄付>高 森寮 戸高秋男

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返 し>渡邊美喜子

松本カズエ 除田和明

く

う

お
も

や み
し あ げ ます

ず え な が <
お 幸 せ に

人
口
の
動

き

9月 末日現在 (前月との比較)

世帯数 2,644(+10)
男  3,703(+1)
女  4,015(+6)

総 数 7,718(+7)

10.4

10.7

10.25

善 黄 の灯

役

鑢

楔ぁ た

原
巾

通
巾

ちゃん

色見 。西中
岡県大野城

森・ 旭
本

/楢 木 野 秀 喜 上

k(高 官 )桂 福

/前 田 青昌 三 高

、(桂 )ゆ か り 熊

/(小西)美喜生 高

k住 吉 英 代高
森 。  日召 和
森 ・ 森

山村祐 喜子

佐藤光國

父
母

父
母

父
母

父
母

女

　

女

　

女

　

女

人

保

陽

紀

司

子

政

美久

隼

志

満

珠

征

輝

光

富

(高森。昭和)9.19生

石津  黎 ちゃん

(高森。村山)9.23生

今吉 美月ちゃん

(高森・下町)9.26生

阿南  楓 ちゃん

(草部・社倉)10.8生

野尻 朋

りが とうございま し

(敬称略)

(住 所 )

永野原'小楢本

高森。昭和

L色見。大村

高森。冬野

津留。上津留

高森。昭和

菅山。水迫

高森・旭通

高森・横町

津留。永野

(死亡者 )

工藤 キク

熊谷  乾

本 田 稼

岩下  計

瀬井ハルエ

宮岡  勝

田代 トラエ

渡邊はつよ

山村 辰雄

松本人州男

(年齢)(御遺族 )

88工藤 善一

90熊 43・  吉

94後藤ユ リ子

87岩下 利晴

91瀬井 政人

84官岡サヨ子

87田代 利美

79渡邊美喜子

92山村祐喜子

75松本カズエ

お知らせのページ

】

「

工  事  名 工 期 請負金額 (円 ) 請 負 者

団体営村山地区農道整備工事 10.4
ハV3.20 34,954,500 閉藤本組

畦数線道路改良舗装工事
10.18
^ウ 1.31

9,187,500 閲池田建設

色見環状線橋梁整備 工事
10.18
´ヽ 3́.25

60,270,000 m草村企業

祭場。戸細線橋梁整備工事
10.18
ヘン3.25

57,015,000 同石原建設

黒岩。大戸ノ回線災害復旧工事
10.18
´ヽ 1.30

5,202,750 0古澤建設

(2)

■

「オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
」
と
は
、
有
機
物
と
が
有
機

栽
培
と
い
う
意
味
で
す
‐‐‐。

■
‐‐‐‐デ
ザ
リ
」
と
ヽ

，
，

リ
カ
ル
チ
ャー
の略

で
二
農
業
」
と
い
う
意
味
で
す
。
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■
第
３
回
申
込
受
付
期
間

平
成
１４
年
Ｈ
月
１５
日

（金
）
～

平
成
１４
年
１２
月
２４
日

（火
）

■
融
資

（基
準
）
金
利

２
・
４
５
％

（第
４
回
受
付
期
間

中
）

■
申
込
受
付
場
所

住
宅
建
設
、
購
入

（予
定
）
場
所

近
く
の

「住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
店
」
と
表
示
の
さ
れ
た
金
融
機

関■
借
入
申
込
書
の
配
付
場
所

「
住
宅
金
融

公
庫
業
務
取
扱
店
」

及
び
公
庫
支
店

■
問
い
合
わ
せ
は

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

｝ＩＦＩ一〇
９
６

‐
３
８
７
‐
２
０
０
０

（
平
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時
、

第
１
・
３
日
曜
日

午
前
１０
時
～
午

後
５
時
）

放
送
大
学
　
学
生

．
平
成
１５
年
度
第

募
集

「
学
期

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
を
利
用
し
て
大
学
教
育
を
行

う
正
規
の
通
信
制
４
年
制
大
学
で

す
。
４
年
以
上
在
学
し
所
定
の
単

位
を
修
得
す
れ
ば
、
「学
士

（教

養
）
」
学
位
が
取
得
で
き
ま
す
。

１５
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で

も
入
学
で
き
、　
一
科
目
だ
け
で
も

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
募
集
学
生

全
科
履
修
生

（卒
業
を
目
指
す

学
生
）
。
選
科
履
修
生

（
１
年
間

在
学
す
る
学
生
）
・
科
目
履
修
生

（半
年
間
在
学
す
る
学
生
）

■
出
願
受
付

平
成
１４
年
１２
月
１５
日

（日
）
～

平
成
１５
年
２
月
２８
日

（金
）

■
資
料
請
求

日
間
い
合
わ
せ
は

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

■
０
９
６
‥
３
５
９
‐
４
８
９
０

資
料
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

ｈ
０
１
２
０
‐
８
６
４
‐
６
０
０

大
切
に
し
て
い
ま
す
か

．あ
な
た
の
か
ら
だ

（財
）
労
災
年
金
福
祉
協
会
で

は
厚
生
労
働
省

の
委
託
を
受
け

て
、
仕
事
の
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
か

ら
く
る
健
康
の
こ
と
、
過
労
死
、

精
神
障
害
等
の
労
災
補
償
な
ど
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
相
談
は
無

料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は

労
災
年
金
福
祉
協
会
　
熊
本
労
災

年
金
相
談
室
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今
年
は
、
各
法
律
で
定
め
ら
れ

た
２
年
に

一
度
の
届
出
の
年
で
す
。

忘
れ
ず
に
届
出
し
ま
し
よ
う
―

届
出
の
対
象
は
平
成
１４
年
１２
月

３１
日
現
在
、

①
医
師

・
歯
科
医
師

・
薬
剤
師
の

免
許
を
持

っ
て
お
ら
れ
る
方
。

（就
業
・未
就
業
は
問
い
ま
せ
ん
。
）

②
保
健
師

・
助
産
師

・
看
護
師

・

准
看
護
師

。
歯
科
衛
生
士

・
歯
科

技
工
士

・
調
理
師
と
し
て
就
業
中

の
方

■
提
出
期
限

平
成
１５
年
１
月
‐５
日

（水
）

■
提
出
先
及
び

届
出
用
紙
配
付
場
所

①
に

つ
い
て
は
住
所
地
ま
た
は
、

就
業
地
を
管
轄
す
る
保
健
所

②
に
つ
い
て
は
就
業
地
を
管
轄
す

る
保
健
所

■
問
い
合
わ
せ
は

熊
本
県
健
康
福
祉
部

健
康
福
祉
政
策
課
情
報
企
画
班

ｈ
０
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０
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７
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阿
蘇
保
健
所
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■
採
用
予
定
職
種
及
び
人
員

寮
母

（寮
士
）

２
名
程
度
　
（高
卒
程
度
）

■
受
験
資
格

昭
和
５０
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

６ｏ
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
で
、
採
用
日
ま
で
に
准
看
護
師
以

上
の
免
許
、
介
護
福
祉
士
の
免
許
、

介
護
支
援
専
門
員
の
免
許
の
内
い

ず
れ
か
の
免
許
を
取
得
で
き
る
者

■
受
付
期
間

平
成
１５
年
１
月
６
日

（月
）
～

平
成
１５
年
１
月
１６
日

（本
）

■
第

一
次
試
験
日
と
試
験
地

平
成
１５
年
１
月
２８
日

（火
）

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
大
阿

蘇
環
境
セ
ン
タ
ー
未
来
館

■
受
験
案
内

・
受
験
申
込
な
ど
の

問
い
合
わ
せ
は

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局

総
務
課
総
務
係
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１

１

他
の
登
記
所
の
登
記
事
項

証
明
が
阿
蘇
支
局
で
も
交

付
を
受
け
ら
れ
ま
す

当
局
で
は
、
登
記
情
報
交
換

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
登
記
事
項
証
明

〓
一

書
の
交
付
事
務

（他
の
登
記
所
の

・

管
轄
に
属
す
る
土
地

・
建
物
の
登

・

記
記
録
の
登
記
事
項
証
明
書
を
作

成

・
交
付
す
る
事
務
）
を
開
始
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
シ
ス
テ
ム
が
整

・

備
さ
れ
た
地
域
の
登
記
事
項
証
明

一

書
の
交
付
を
、
平
成
１４
年
１２
月
２４

．．

日

（火
）
か
ら
熊
本
地
方
法
務
局

暉暉暉施設肉を

●   ●

●   ●
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

管
理
棟

・

農
業
機
械
格
納
庫

9時から15時まで(月
ワ
ー

阿
蘇
支
局
に
お
い
て
受
け
る
こ
と
　
八
″
一

が
で
き
ま
す
っ　
　
　
　
　
　
　
　
●‐　
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■
問
い
合
わ
せ
は

熊
本
地
方
法
務
局
総
務
課
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月

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
　

畑

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
や
中
請
受
　
‐２

付
を
行
い
ま
す
‥

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■
と
　
き
　
１２
月
２７
Ｈ

（金
）

午
前
ｌｏ
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
　
．

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
本‐‐‐
談
室

反
∪
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役場の支払 日
(16)(3)

お知らせのページ

家
畜
排
泄
物
処
理
棟

原料置場

原料置場

製品置場

袋詰装置

鶏糞

原料置場
一次

発酵槽

一 ′ヽ

"一 人

発酵槽

袋詰製品

置場

縦型
コンポスト

脱臭槽

、■
一
「
ギ

‐‐  ‐
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鶏糞一次

処理置場
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1癬:善
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は着々と有機質,卸畔が生産||,alⅢⅢl,ま!凩|

施設の概要

☆建物 堆肥舎 鉄筋 コンク リー ト造 (3,000ポ )

格納庫 鉄筋 コンク リー ト造 (340ポ )

管理棟 鉄筋 コンク リー ト造 (60爵 )

☆機械 タイヤシ ョベル 2台、 4ト ンダンプ 1台 (

‐ ヤニア付 4ト ン トラック 1台、ユニ ック付

4ト ン トラック1台 、自走式マニアスプ レッ

ター 1台 、 トラクター及び乾草調整用機械一

式、クローーラ トラクター及びプラウ ー式、

縦型コンポス ト処理機 1台、雄肥袋詰機一台

事 業 名

平成13・ 14年度畜産基盤再編総合整備事業

事業主体 社団法人熊本県畜産開発公社

事 業 費 13年度 158,772千 円

14年度 121,506千 門

合 計 280,278千 円

事業費負担 国 サ車 140,139千 円

県 費  50,139千円

田丁 費  90,000千 円



オ
ー
ガ
ニ
ツ
ク

・
ア
グ
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セ
ン
タ
ー
で
何
を
す
る
の
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Ａ
口
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堆
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生
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販
売
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①
肥
育
農
家

。
ブ

ロ
イ
ラ
ー
農
家

・
繁
殖
農
家
等
か

ら
排
出
さ
れ
る
原
料
を
素
に
、
有
機
質
堆
肥
の
生

産
に
努
め

「オ
ー
ガ

ニ
ツ
ク
協
会
」
か
ら
認
証
を

受
け
た
堆
肥
を
販
売
し
ま
す
。

②
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
た

「高
森
オ
ー
ガ

ニ
ッ

ク
野
菜
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

③
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
対
策
と
し
て
、
堆
肥
散
布

作
業
の
受
託
事
業
に
よ
る
作
業
の
軽
減
と
、
遊
休

農
地
解
消
の
た
め
作
付
け
を
実
施
し
、
農
地
の
有

効
利
用
を
図
り
ま
す
。

●   ●

●   ●

軽油引取税に係る免税証(農業分)の
申請受け付けについて

農家の皆様が、 トラクター等農業用機械に使われ

る軽油について、軽油引取税の免税証を交付します。

ご希望の方は、平成 15年 1月 14日 (火 )～ 1

月 17日 (金 )ま でに県阿蘇地域振興局税務課で、

免税証交付のための申請を行つてください。

■申請に必要なもの

①免税証交付中諦書一式

(阿蘇地域振興局総務部税務課にあります3)

。免税証交付申請吉
・免税軽油所要数 !士計算明細 占
。免税証交付申請書付表1(免税軽油使用実1,貰 報告書)

。免税証交付中請書付表 2(軽油購入明細書 )

・免税軽油の引き取り|こ 係る報告書 (H14.4月 ～ 12月 分)

②新規 申請者・機械を変更 した方・継続 申請で、

使用者証の有効期限が平成 15年 3月 31日 まで

の方は次の書類が必要です。
・耕作証明書 (町村農業委員会で発行)

。免税機械年の所有。使用証明書 (役場で発行)、 又は所有

使用を証明する書類 (売買契約書、リース契約書の写し等)

・機械の写真 (横 。前 。後から写したものを各 1枚 )

。免税軽油使用者証交付中請苫 (新規中請者及び使用

者証の有効期限が平成 15年 3月 3111の 方のみ)

。免税軽油使用者証書換 中諦書 (継続 中請で、

機械を変虹した方のみ)

③印鑑

④免税軽油使用者証

■熊本県阿蘇地域振興局 総務部税務課

■L0967-22-1111(内 線 324)

熊本県の最低賃金

最低賃金は、常用・臨時・パー トなどすべての労

働者に適用されます。

時間額は時間給制の労働者に、日額は時間給制以

外の労働者にそれぞれ適用されます。

最低賃金の対象 となる賃金には、時間外 。休 日・

深夜手当や結婚手当、賞与、精皆勤手当、通勤手

当、家族手当は含まれません。

今回から地域別最低賃金及び電気機械器具、情報

通信機械器具、電子部品 。デバイス製造業並びに

自動車・同附属品製造業、船舶製造・修理業、船

用機関製造業最低賃金は時間額のみとなりました。

■詳細は、熊本労働局賃金室 ■L096-355-3202

24時間テレホンサービス ■L096-355-3199

※ 1

※ 2

※ 3

※ 4

(15) (4)

お知らせのページ

町卦嬌Sa芽影泊」だよル| 『おめでとう2003年』イベントを開催
高森温泉館も皆様方のご協力で、今年 11月 で 8周 年を迎えました。その記念 として、12月 31日

から 1月 1日 にかけて、「おめでとう2003年」 と称 し、年越 しそばの無料サービス≪食べて≫、樽酒

の振る舞い≪飲んで≫、高森にわか保存会 (高森社中)に よる 「にわか」≪笑って≫等で、盛 りだく

さんの年越 しイベン トを開催 します。皆さま方のご来館を心よりお待ちいたしております。

■内容

12月 31日 :年越 しそば無料サービス (先着200名 様)23時 30分～

1月 1日 :カ ウン トダウンセレモニー 0時                昨年の年越しイベント

樽酒の振 る舞い      0時 ～12時

初入浴          0時 30分～

初笑い (高森にわか保存会)1時 30分～

年末 口年始の営業予定
12月 31日 :休館 日
1月 1日 :午前 0時～午後 6時

(入館受付は午後 5時30分 まで)

1月 2・ 3日 :午前 10時～午後 9時
(入館受付は午後 8時 30分 まで)

1月 4日 :通常どお り営業

熊本県最低賃金

最低賃金額 (円 )
効力発生の 日

時間額

606 平 成 14年
10月 1日

堆肥原料の購入価格 と販売価格

【買い取り価格】

種  類 鶏 糞 豚 糞 肥育堆肥 刈干堆肥 その他
単  価
(1ト ン当たり)

200円 200円 300円 700円 時 価

種  類 鶏  糞 牛鶏淳合 牛鶏刈干混合 フ レコ ン

単  価
(1ト ン当たり)

2,000円 3,000円 4,000円 各種左記と同額

単
(1

イ]li
袋当たり)

300円 400円

【販売価格】

※堆肥の散布 についても、作業の受託 を

行っていますのでお申し付けください。

※消費税が別途必要です。
※袋詰めは 15kgの 単価です。

産業別最低賃金
最低賃金額 (円 )

効力発生の日
日 額 時間額

紡績業、ねん糸
製造業、織物業、
靴下製造業

5,176 647 平 成 12年
12月 25日

電気機械器具製造業

時 間 額
平 成 14年
12月 20日664

自動車・同附属品製
造業、船舶製造,修

理業、船用機関製造業

時 間 額
平 成 14年
12月 20日711

百貨
(従 業者50人

店
以上のデ

パー ト・総合スーハー等)

5,408 676 平 成 13年
12月 20日

■阿蘇高森オーガニック
アグリセンター

雨EL 口faX  65-0338

高森町大字河原 2378-1
■高森町役場 農林振興課

■L62-1111内 線 152

農業のことなら何でもお気軽に

21世紀高森農業の中核施設とし

て建設された当センターでは、こ

れからの農業のあるべき姿として

有機農業を推進してまいります。

私ども職員は皆様方とともに努

力してまいりますのでご指導をお

願いいたします。
左から安藤吉孝さん、甲斐峰雄さん、本田勲さん

鷹

颯 轍

彗
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種  類 鶏糞袋詰 有磯質混合

お問い合わせ先

■



①
高
齢
化
対
策
と
機
械
購
入
費
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
堆
肥

散
布
作
業

・
プ
ラ
ウ
作
業

・
乾
草
調
整
作
業
等
の
受
託
事

業
を
行
い
ま
す
。

②
農
業
経
費
の
内
、
機
械
購
入
費
及
び
修
理
費
の
占
め
る
割

合
が
経
営
を
圧
迫
し
て
、
所
得
低
下
を
招
い
て
い
る
現
状

か
ら
、
作
業
受
託
に
よ
る
経
費
の
抑
制
を
行
い
ま
す
。

③
遊
休
農
地
の
有
効
利
用
と
流
動
化
を
進
め
、
意
欲
の
あ
る

農
家
が
効
率
的
に
利
用
し
、
所
得
確
保
と
経
営
基
盤
強
化

を
図
り
、
農
業
の
魅
力
と
実
績
を
示
し
て
就
農
者
を
発
掘

し
ま
す
。

ａ
口
▼
作
業
の
受
託

来年の成人式は1月 3日 (金)で す
(午前 10時から、林業総合センター )

学校や仕事で田「外にお住まいの高森出身
の皆さん、来年の成人式を高森で迎えては
いかがですか。

町外に住所のある方で高森で迎えられる

方は連絡 してください。

(対象者は昭和57年 4月 2日 から昭和 58年 4月
1日 までに生まれた方。)

■問合せ先

高森町教育委員会 ■L62-1111(内 線 243)

憂 の 酎 m
移動献血車がやってきます

あなたの善意をお寄せください

■と き 12月 20日 (金曜日)

9時 30分から 11時 30分まで

12時 30分から 16時まで

■ところ 林業総合センター

朝鮮半島・台湾出身の旧軍人軍属

などであった方及びそのご遺族の方へ

特別永住者の方など (帰化された方も含みます)

で、 1日 日本軍の軍人・軍属などとして戦死された

方のご遺族や、重度戦傷病者の方に弔慰金などが

支給されています。

支給額 :弔慰金 (ご遺族)      260万 円

見舞金 (重度戦傷病者ご本人)400万円

請求期限 :平成 16年 3月 31日

請求窓口 :役場保健福祉課福祉係

Ъ 62-1111(内線 121)

■支給要件や請求手続きなど詳 しいことは

熊本県健康福祉部医務福祉課援護恩給係

■ 096-383-1111(内 線 7048)

総務省大臣官房管理室弔慰金等支給業務室

TEL 03-3539-7831 ・ 7830

12月 は大気汚染防止月間です

冬は自動 中i交通量の増加や暖房機の使用、気

象要因等の条件が重なることで、大気汚染物質

の濃度が高くな ります。 このため、12月 は 「大

気汚染防止推進月間」 と定められています。

熊本県では、熊本都市圏中心部へのマイカー

乗 り人れを自粛、家庭や職場などでは暖房の設

定温度は 19℃以下を目安 としていただ くよ う

呼びかけています。

また、マイカー通勤者の方には、バス と電車

の運賃が半額 となる「ノーマイカーデー半額券」

を発行 しています。 (使用 日:12月 4。 11。 18日 、

第 1～ 3水曜 日)

皆様のご協力をお願い しますc

■お問い合わせは

熊本県環境保全課

lEL 096-383-1111(内 線 7339)

■

●●

年
末
年
始

の
し
尿
汲
み
取
り

は
、

１２
月
２５
日
ま
で
に
受
け
付
け

た
分
ま
で
を
年
内
に
汲
み
取
り
い

た
し
ま
す
。

な
お
、
年
明
け
は
１
月
６
日

（月
）
か
ら
実
施
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は

（
有

）
大
阿
蘇
清
掃
社

ｈ
０
９
６

‐
２
７
９
‐
３
２
２
０

年
末
は
、

１２
月
２７
日

（金
）
ま

で
平
常
ど
お
り
で
す
。
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー

ヘ
の
持
ち
込
み
は
１２
月

２９
日

（日
）
ま
で
受
け
付
け
し
ま

す
。
（時
間
は
午
前
９
時
～
午
後

４
時
）

１２
月
３０
日

（月
）
か
ら
１
月
５

日

（日
）
ま
で
は
休
所
し
て
、
年

明
け
は
１
月
６
日

（月
）
よ
り
平

常
ど
お
り
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は

阿
蘇
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ｈ
６
２
‐
０
７
１
９

年
末
年
始
の
き

み
収
集

●   ●

「土
づ
く
り
」
を
主
眼
に
お
い

た
、
生
産
者
の
顔
の
見
え
る
有

機
農
業
を
推
進
す
る
た
め
、
次

の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

①
意
識
づ
く
り

。
こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営

の
中

で
、
有

機

野
菜

生
産

を

ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
す
る
の

力
″

・
有
機
農
業

の
重
要
性
を
、
講

演
会
等
で
意
識
付
け
す
る
。

・
農
業
者
と
し
て
消
費
者
と
の

信
頼
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
べ
き
な
の
か
。

②
基
準
づ
く
り

。
有
機
野
菜
生
産
圃
場
の
決
定
。

。
有
機
野
菜
生
産

の
施
肥

・
農

薬
の
使
用
量
の
最
低
基
準
を

設
定
す
る
。

③
組
織
づ
く
り

。
有
機
野
菜

の
生
産
、
販
売
に

関
す
る
組
織
づ
く
り
。

有
機
農
業

の
推
進

お知らせのページ

「朋遊館」年末・ 年始の温泉開館日
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「朋遊館」は年末年始を下記のとお り営業いたしま

すので、どうぞ利用ください。

■年末年始の営業予定

12月 30日 まで  通常どおり営業(午後 2時～午後 9時 )

12月 31日    午後 0時～午後 6時
1月 1日 ～ 3日  初湯開放 (午後 0時～午後 6時 )

1月 4日 から  通常どおり営業(午後 2時～午後 9時 )

単 価 1回 2,000円 1回 1,000円 1回 1,000円 10a 4,000円

ユ
町
¨

単 価 10a2,000円 11固 3,500円 1個 4,000円 1個 100円

※乾草調製のモア・テッター・レーキ作業については、別途申し受けます。
※上記以外の作業についても相談に応じますので、お問い合わせください。

作 業 料 金 表

そ
の
３

(5)
(14)
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～ιヽちご六福～

□作 り方

① 白玉粉に水を入れよく混ぜ る。粉がな く

なってとろりとした感 じになったら、砂糖を

入れてよく混ぜる。②①を器に入れ、ラップ

をして 7分加熱する。餅のように少し透明が

かった状態になれば出来上がり。③イチゴを

あんで包み、手に片栗粉をつけながらだんご

状にしていちごを包む。

食生活改善推進員

甲斐ヤス子さん (草部北部)の作品

?ヽ ′↑ 雑1警彗″い|た だきまあ
～かぜに負けない

元気な体をつくろう～

かぜは、鼻、のどを中心とした上気道に起こる急性の

炎症で、くしやみ、鼻水、鼻づまり、のどの痛み、せき、

発熱、頭痛などの症状をともないます。「かぜは方病の

もと」ですから油断は禁物。そのためにも、まず予防が

肝心、かぜに負けないように冬を乗 り越えたいですね。

かぜに効果のある食べ物
<ねぎ>
血行をよくし体を温め、疲労回復効果のあるビタミンB

lの吸収を高めます。また、葉ねぎはビタミンCやカロ

チンが豊富に含まれているのでかぜの予防に最適です。

<し ょうが>
かぜには、根 しょうがが最適。料理に入れた り、す

りおろして熱湯に溶いて飲むと体が温まります。また、

お風呂にいれても、保温効果を高めてくれるので湯冷

めの心配がありません。

<か りん>
かりんには、カロチンや鉄、ビタミンCな どが、比

較的多く含まれていますので、のどが痛いときに効き

ます。また、せき止めにも効果があります。

<きんかん>
きんかんは、皮にビタミンCをたっぷ り含んでいる

ので、かぜの予防に効果的です。のどの痛み、せき、

たんなどに良いとされています。

♪

面
講

の
騨

嗜
♪

●

町
民
音
楽
祭

ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト

（
高
森
町
人
権
啓
発
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル
啓
発
標
語
の
中
か
ら

）

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

肥

．
後
．

狂

・
句

・
　

・

神
無
「

　
（
阿
蘇
御
神
大
会
）

し

U

寸ヽ

Ｈ
月
１６
日
、
高
森
中
学
校
体
育

館
で
２５
回
目
を
数
え
る

「た
か
も

り
町
民
音
楽
祭
」
（岩
下
昭
久
実

行
委
員
長
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
出
演
者
は
１２
団
体
、
３

個
人
。
そ
れ
ぞ
れ
に
日
頃
の
熱
心

な
練
習
成
果
を
披
露
し
、
場
内
か

ら
大
き
な
拍
手
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
音
楽
祭
は

「自
分
た
ち
で

出
来
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
」
を

モ
ツ
ト
ー
に
活
動
し
て
お
り
、
企

画
構
成
か
ら
準
備
、
実
行
、
音
響
、

照
明
、
後
片
付
け
ま
で
、
住
民
主

体
に
よ
る

「
出
演
者
イ
コ
ー
ル
ス

タ
ッ
フ
」
と
い
う
精
神
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
み
ん
な
の
力
を
合
わ

せ
て
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

一　

出

演

団

体

口
個

人

紹

介

・

▼
Ｆ
・
Ｆ

・
Ｂ

（上
色
見
バ
ン
ド
）
▼
奥

阿
蘇
ウ
イ
ン
グ
ス

（草
部
バ
ン
ド
）
▼
高

森
保
育
園

（親
子
コ
ー
ラ
ス
）
▼
高
森
幼

稚
園

（器
楽
合
奏
）
▼
色
見
小
学
校

（合

唱
）
▼
高
森
小
学
校
音
楽
部

（器
楽
合
奏
・

合
唱
）
▼
上
色
見
小
学
校

（器
楽
合
奏

・

合
唱
）
▼
森
の
こ
え

（合
唱
）
▼
琴
遊
会

高
森
教
室

（大
正
琴
合
奏
）
▼
は
な
し
の

ぶ
コ
ー
ラ
ス

（合
唱
）
▼
高
森
中
学
校
三

年
生

（合
唱
）
▼
ピ
ア
ノ
演
奏

（山
村
美

紀
子
／
野
尻
佑

・
野
尻
麻
也
子
／
後
藤
希

美

・
本
田
華
代
）
▼
高
森
中
吹
奏
楽
部

い瓜 ヽヽ女 忽
か 突 か 客 然
が ヽヽ が  と

●

●   ●

じ

ん

　

け

ん

「
人

権

」

《
み
ん
な
で
高
め
よ
う
人
権
意
識

》

私
た
ち
は
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
、
女
性
、
身
体
に
障
害
を
も
つ
人
や
、

在
日
外
国
人
に
対
す
る

さ

べ

つ
も
ん
だ

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

バ

う

差
別
問
題
な
ど
、
す
べ
て
の
差
別
を
な
く
す
た

め
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
間
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
、
踏
ま
れ
た
痛
み
の
わ
か
る
人
間
に

な
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
、
部
落
差
別
の
痛
み
を
体
験
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
こ
と
を
自
分
の
痛
み
と
し
て
わ
か
ろ
う
と
す
る

こ
と
は
で
き
ま
す
。

し
た
が
つ
て
、
私
た
ち
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
も
、
な
お
著
し
く

基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
も
つ
と
も
重
大
な
社
会
問
題
と
し
て

の
、
部
落
差
別
を
早
急
に
解
決
す
る
た
め
の
努
力
を
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
、
講
演
会
で
話
を
聞
い
た
り
、
映
画
を
見
た
り
、

指
導
者
や
同
和
地
区
の
人
と
本
音
で
話
し
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

何
も
知
ら
な
い
こ
と
は
、
時
に
は
差
別
す
る
こ
と
に
な
り
、
自
分
が

差
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
気
づ
か
な
い
こ
と
に
も
な
る
わ
け
で
す
。

私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
、
同
和
問
題
を
早
急
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
国
民
的
課
題
と
し
て
の
認
識
に
た
つ
て
、
す
べ
て
の
差
別
が
な

く
な
る
よ
う
人
権
意
識
を
高
め
ま
し
よ
う
。

さ

べ

つ

い

し

き

　

か

〈
差
別
意
識
　
変
え
よ
う

じ

ぶ

ん

ま
ず
は
自
分
か
ら

〉

PθETRyPAGE

岸
に
ゃ
魚
籠
だ
け
残
ら

と
る

草
履
で
分
か
る
お
人
わ

な
も
の
か
　
何
も
か
に
も
が
民
営
化

て
　
残
る
代
行
は
投
手
だ
け

な
も
の
か
　
援
助
ど
こ
る
じ
ゃ
無
ァ
ロ
本

女
客

　

一
と

工
増
や
す
芋
煮
〆

い
ま
イ
チ
　

岬^
匠
の
者
は
ご
ま
化
せ
ん

底
突

い
て
　
隣
と
妥
協
す
る
仕
入

い
か
が
な
も
の
か
　
句
な

ハ
ウ
ス
に
作
ら
す
る

い
ま
イ
チ
　
塾
の
レ
ベ
ル
も
疑
わ
薇

女
客
　
チ

ソ
プ
に
も
釣
り
銭
て
か
い

底
突

い
て
　
破
産
も
視
野
に
入
薇
と
こ
う

い
か
が
な
も
の
か
　
徳
育
言
う
と
嫌
は
る
る

い
ま
イ
チ
　
ロ
の
悪
さ
が
気
に
入
ら
ん

い
ま
イ
チ
　
あ
と
ニ
セ
ン
チ
あ
薇
ば
ね

ェ

■

．　
　
　
句

・

・・
　

・　
　
　
　
（高
森
菜

の
花
句
会
）

几
馴
叡
た
る
外
蛤
祝
し
た
葉
し
て

え
師
来
て
整
ひ
し
た
ク
乞
葉

長
老
と
云
わ
薇
上
座
に
着
ぶ
く
薇
て

時
な
ら
ぬ
黄
砂
覆

い
て
た
葉
山

赤
き
実
の
詐
が
塔
づ
け
し
や
梅
も
ど
き

霜
粘
択
し
美
一容
の

一
花
酔
え
ぬ
ま
ま

二
人
し
て
半
人
前
の
冬
支
度

氷
に
見
る
こ
こ
南
端
の
成
芭
蕉

裸
木
と
な
り
て
胡
桃
の
外
独
か
な

お
神
楽
と
ジ
ャ
ズ
の
流
枚
て
下
り
官

詰
め
合

い
て
半
座
ゆ
づ
る
や
人
た
建

１１
月
号
の
俳
句
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

①

什
秋
の
終
日
し
ず
か
護
国
人
祭
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
京
子

後
藤
　
信
子

馬
源
　
馬
笑

佐
藤
　
重
信

渡
辺
　
帝云
海

相
源
　
白
酔

後
藤
　
愛
子

松
野
　
笑
声

林
　
　
不
恙

日
本
　
琴
司

浦
塚
　
南
天

汰
「
口
　
　
一
歩′

堀
口
　
斗誅
仙

口
上
黙
公
子

松
山
キ
ヨ
子

上
丼
カロ
根
女

弥
永
　
落
子

閃
］
ロ
　
　
フ
ミ

相
源
　
寿
子

山
村

ふ
み
子

井
村

ひ
さ
し

後
藤

つ
み
子

岩 馬 千 古 沐
下 源 口 庄

ル

状 妥 り木 久
子 子子 子 恙

(6)
(13)
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□材料 (15個分 )

白玉粉 200g・ 砂糖 120g・ 水 250c c。 あん

適量 。いちご小 15個

■
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我
が
家
の
食
事
　
塩
分
と
り
過
ぎ
か
も
？

中
学
生
を
対
象
に
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
会

１０
月
２６
日
、
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー
で
自
ら
の
健
康
指
標
に
基
づ

い
て
、
そ
の
実
現
を
目
指
す

ヘ
ル

ス
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
の
食
生

活
改
善
推
進
協
議
会
の
主
催
に
よ

り
、
生
活
習
慣
改
善
の
普
及
啓
発

活
動
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

養
成
会
に
は
、
高
森
中
学
校

の
１
年
生
５３
人
が
参
加
。
朝
ご
は

ん
の
必
要
性
等
を
学
ん
だ
後
、
調

理
実
習
を
行

っ
た
生
徒
た
ち
か
ら

「今
ま
で
い
い
加
減
な
食
生
活
を

し
て
い
た
。
」
、
「我
が
家
の
食
事

は
塩
分
の
と
り
過
ぎ
だ
と
い
う
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
」
な
ど
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
も

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

狙
わ
れ
て
い
ま
す

を
ホ
コ
リ
や
ウ
イ
ル
ス
、
細
菌
な

ど
か
ら
守

っ
て
く
れ
る
フ
ィ
ル

タ
ー
の
よ
う
な
働
き
を
す
る
）
の

働
き
が
鈍
く
な
り
、
ウ
イ
ル
ス
を

体
外
に
排
出
で
き
な
く
な
り
感
染

し
て
し
ま
い
ま
す
。

感
染
す
る
と
風
邪
と
は
違
い
、

強
い
全
身
症
状
を
引
き
起
こ
し
、

重
症
化
や
合
併
症
を
も
招
い
て
き

ま
す
。

し
か
し
、
高
齢
者
の
場
合
、
自

覚
症
状
が
出
に
く
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
「な
ん
と
な
く
、
い
つ

も
と
調
子
が
違
う
」
程
度
で
も
急

激
に
悪
化
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で

早
め
に
受
診
す
る
よ
う
心
が
け
ま

し
よ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る

季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
み
な
さ

ん
は
ま
だ
大
文
夫
で
す
か
？

な
ぜ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
冬
に

流
行
す
る
の
で
し
よ
う
か
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が

体
内
に
侵
入
す
る
に
は
、
気
温
が

低
く
、
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
こ

と
が
好
都
合
な
の
で
す
。
そ
し
て
、

冷
た
い
空
気
を
吸
い
こ
む
と
、
鼻

や
気
管
の
血
管
が
収
縮
し
、
そ
こ

に
び
つ
し
り
と
生
え
る
繊
毛

（体

保健師がら  ___

ぶな|た
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保
青
曰
ｍ
縮
良

ど
ん
な
味
？

Ｈ
月
１４
日
、
高
森
保
育
園
で
保

護
者
を
対
象
と
し
た
給
食
の
試
食

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

日
頃
、
子
ど
も
た
ち
が
保
育
園

で
ど
ん
な
給
食
を
食
べ
て
い
る
の

か
を
、
家
族
の
方
に
知

っ
て
も
ら

お
う
と
年
１
回
行

っ
て
い
る
も
の

で
す
。

今
回
は
、
県
の

「か
み
か
み
コ

ン
ク
ー
ル
」
で
優
秀
作
品
に
選
ば

れ
た
、
同
園
の
永
松
た
み
了
さ
ん

が
考
え
た
メ
ニ
ュ
ー
で
の
試
食
会

で
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
　
　
一

予
防
す
る
に
は
？
■

①

食
事

・
ス
ト
レ
ス
・
運
動

・
睡
眠

な
ど
に
注
意
し
免
疫
力
を
高
め

る
体
づ
く
り
に
努
め
ま
し
よ
う
。

②

ウ
イ
ル
ス
は
せ
き
や
く
し
ゃ

み
な
ど
に
よ
り
空
気
中
に
飛
び

散

っ
て
い
ま
す
の
で
人
ご
み
を

避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
ン２

③

ウ
イ
ル
ス
は
低
温

・
低
湿
度
の

環
境
で
活
発
に
な
る
の
で
室
内

の
乾
燥
に
気
を
つ
け
ま
し
よ
う
。

④

マ
ス
ク
を

つ
け
ま
し
ょ
）Ｒ
　
マ

ス
ク
に
よ
リ
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入

は
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

の
ど
や
鼻
の
湿
度
を
保

つ
効
果

は
あ
り
ま
す
。

⑤

手
洗
い
と
う
が
い
に
よ
リ
ウ
イ

ル
ス
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
よ

，２

毎
年
１０
月
１８
日
は

「統
計
の
日
」
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
省
で
は
永
年
に
わ
た
る
統

計
情
報
協
力
者
に
対
し
て
、
統
計
の
日

に
農
林
水
産
大
臣
表
彰
を
行

っ
て
い
ま

す
。今

年
は
、
本
町
か
ら
津
留
康
憲
さ

ん
と
甲
斐
正

一
さ
ん
が
表
彰
を
受
け
ら

れ
、

１０
月
１８
日
に

「農
林
水
産
大
臣
感

謝
状
伝
達
式
」
が
熊
本
合
同
庁
舎
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

津
留
さ
ん
は
２０
年
、
甲
斐
さ
ん
は
１０

年
に
わ
た
り
農
業
経
営
統
計
調
査
の
記

帳
に
協
力
さ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
給

食
を
、
子
ど
も
と
保
護
者

の
皆
さ

ん
が
向
き
合

つ
て
楽
し
く
食
べ
て

い
ま
し
た
。

も
し
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

一に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
？

①

発
症
後
３
日
目
ま
で
の
期
間
が

最
も
感
染
力
が
強
い
の
で
、
外

出
を
控
え
安
静
に
し
　
充
分
な

睡
眠
を
と
り
ま
し
よ
う
。

②

体
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
室
温

を
２０
～
２２
度
に
保
つ
と
と
も
に

換
気
に
も
心
が
け
ま
し
よ
う
。

③

乾
燥
し
て
い
る
と
呼
吸
器
を
い

た
め
る
の
で
湿
度
を
６０
～
７０
％

に
保
ち
ま
し
よ
う
。

④

高
熱
に
よ
り
脱
水
症
状
に
な
り

や
す
い
の
で
、
こ
ま
め
に
水
分

を
補
給
し
ま
し
よ
う
。

⑤

消
化
が
良
く
、
栄
養
の
あ
る
も

の
を
摂
り
ま
し
よ
う
。

■
保
健
福
祉
課
　
保
健
推
進
係

ｈ
６
２
‐
１
１
１
１
（内
線
１
２
６
）

続計だより 九州農政局
阿蘇統計情報出張所

農林水産大臣か ら感謝状

津留康憲さん (高森・津留)

甲斐正一さん (津留・永野)

●   ●

●   ●

松岡さん 0本多さん

人権擁護委員に

人権擁護委員は、 自由人権思想の啓

発活動 として人権尊重の理念を普及 し

た り、 自宅又は町内で開催 され る特設

人権相談所で町民の方々からの人権問

題の相談を受けた りす ることを目的に

委嘱 されています。

11月 1日 付 けで、新 しく松 岡典子

さん (大字高森)と 本多善忠さん (大

字矢津 田)が 、法務大臣から人権擁護

委員に委嘱 されま した。本町の人権擁

護委員は下記の 4人の方々です。

岩下敬公さん (大宇色見)ЪL 62-1316

松岡典子さん (大字高森)ЪL 62-0386

本多善忠さん (大字矢津田)Ъ 64-0410

馬原清二さん (大字津留)■L65-0003

ヽ
一
　
″

ヽ
　
一
ン
ノ

二C

外から癬ったら 謳やのどの弱い人は . 4
性環境 lま

室温は200前後、V7i<nw 湿度は30～ 70%に .

換気も十分に ,

▲・Ｌ
“世
静

インフルエンザ予防接種を
受けましょう |

3歳以上 7歳未満の幼児と65歳以上の

方に、接種 1回分の補助を行っています。

予防接種を受けられる方は、町内の各

医院に直接申し込み してください。

インフルエンザを予防 し元気に生活 し

ましょう。

(12)

津留康憲さん甲斐正一 さん

3
うがいと手

'先

いを
¶人ごみは

できるだけ避 !ナる
本多善忠さん松岡典子さん

靱
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農
業
所
得
標
準
の
廃
止
に
つ
い
て

「農
業
所
得
標
準
」
の
う
ち

「野

菜
・果
樹
・畜
産
等
所
得
標
準
」
は
、

平
成
１２
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
廃

も
う
す
ぐ
　
税
申
告
の
時
期

さ
あ
　
決
算
準
備
を
始
め
ま
し
よ
う

記
帳
に
基
づ
く
正
し
い
申
告
を

商
売
な
ど
を
し
て
い
る
方
が
、

自
分
の
所
得
を
正
し
く
計
算
す
る

た
め
に
は
、
毎
日
の
取
引
を
き
ち

ん
と
記
帳
し
、
保
存
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
毎
日
の
取
引
を
正
し
く

記
帳
し
て
お
け
ば
、
経
営
内
容
も

正
確
に
つ
か
む
こ
と
が
で
き
、
事

業
の
発
展
に
役
立
て
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

面
で
い
ろ
い
ろ
有
利
な
取
り
扱
い

が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
制
度
で
す
。

節
税
に
つ
な
が
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
帳
簿
を
付
け
る
こ
と
に
よ

り
、
経
営
の
合
理
化
に
も
大
変
役

立
ち
ま
す
。

止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
「普
通
田

畑
所
得
標
準
」
に
つ
き
ま
し
て
も

平
成
１５
年
分

（平
成
１６
年
３
月
１５

日
法
定
申
告
期
限
分
）
か
ら
廃
止

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
一

し
た
が
い
ま
し
て
、
す
べ
て
の

農
業
所
得
者
の
方
は
、
実
際
の
収

一

入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引

く
収
支
計
算
に
よ
り
農
業
所
得
を

一

計
算
し
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と

一

と
な
り
ま
す
の
で
、
収
入
金
額
や

一

必
要
経
費
の
証
明
書

。
領
収
書
等

を
保
存
し
て
お
か
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
税
務
署
で
は
青
色
申
告

を
お
勧
め
す
る
と
と
も
に
、
青
色

申
告
以
外
の
方
に
つ
い
て
も
記
帳

等
に
基
づ
く
収
支
実
額
計
算
に
よ

る
中
告
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
関

係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
記

帳

・
収
支
計
算
の
説
明
会
及
び
研

修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
阿
蘇
税
務
署

ｈ
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
５
５
１

第
１４
回
高
編
町

健
康
ブ
く
り
推
進
六
会

私
た
ち
が
生
活
す
る
上
で
何
物

に
も
代
え
難
い
大
切
な
も
の
は
、

健
康
な
明
る
い
家
庭
生
活
で
す
。

ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
み
、
自

分
の
健
康
は
自
分
で
保

つ
こ
と
の

重
要
性
を
み
ん
な
で
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

健
康
づ
く
り
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
健
康
に
関
す
る
相
談
や
各
種

展
示
物
を
見
入
り
、
健
康
の
大
切

さ
を
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

た
よ
う
で
し
た
。

ま
た
、

８０

‐
２０
運
動
、

６ｏ

‐
２４

運
動
、
む
し
歯
ゼ

ロ
運
動
、
優
良

献
血
、
国
民
健
康
保
険
優
良
家
庭

一一

の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

青
色
申
告

の
お
す
す
め

所
得
税
の
申
告
の
中
に

「青
色

中
告
」
と
い
う
制
度
が
あ
る
の
を

ご
存
矢‐コ
で
し
ょ
ぅ
か
？

こ
れ
は
事
業
所
得
や
不
動
産

所
得
ま
た
は
山
林
所
得
の
あ
る
人

が
、
　

定
の
帳
簿
に
毎
日
の
取
引

を
記
録
し
、
そ
の
記
録
に
基
づ
い

て
申
告
す
れ
ば
、
所
得
や
税
額
の

第
５
回
高
編
町
人
権

啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ん

本
町
で
は

「人
権
教
育
の
た
め

の
国
連
ｌｏ
年
高
森
町
行
動
計
画
」

を
策
定
し
て
お
り
、
町
民

一
人
ひ

と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
住
み

よ
い
町
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め

行
政
、
学
校
、
企
業
、
民
間
団
体
、

地
域
、
家
庭
が

一
体
と
な

っ
た
人

権
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

部
落
差
別
と

の
闘

い
や
世
界

人
権
宣
言
な
ど
の
パ
ネ
ル
展
の
ほ

か
、
人
権
バ
ン
ド

「イ
ソ
ジ
ン
ズ
。

Ｗ
Ｌ
Ｃ
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
各
小

・
中
学
校
の

児
童

・
生
徒
に
よ
る
人
権
啓
発
作

文
の
発
表
や
、
解
放
子
ど
も
会
の

メ
ン
バ
ー
が

「
お
こ
り
じ
ぞ
う
」

と
題
し
た
、
戦
争
で
原
子
爆
弾
が

投
下
さ
れ
た
広
島
の
町
で
、
水
を

求
め
て
さ
ま
よ
う
少
女
と
お
じ
ぞ

う
さ
ん
を
描
い
た
ス
ラ
イ
ド
と
紙

芝
居
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

人
権
啓
発
は
わ
れ
わ
れ
に
与
え

ら
れ
た
使
命
で
す
。

皆
さ
ん
も
人
権
に
つ
い
て
真
剣

に
学
び
ま
し
よ
う
。

Ｈ
月
３
日
、
高
森
中
学
校
体
育

館
で
、
高
森
町
少
年
柔
道
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
青
少
年
の
健
全

育
成
を
目
的
と
し
て
高
森
町
柔
道

部

・
高
森
町
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
が

開
い
た
も
の
で
、
町
内
の
小
学
生

は
も
ち
ろ
ん
、
遠
く
は
荒
尾
市

か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
団
体
戦
１４

チ
ー
ム
、
個
人
戦
１
６
０
人
が
参

加
し
て
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
地
元
の
高
森
少
年

柔
道
ク
ラ
ブ
が
団
体
戦
で
見
事
２

連
覇
を
飾
り
ま
し
た
。

大
会
結
果

（本

町
関
係
分
）

☆
団
体
戦

優
　
勝高

森
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
Ａ

第
３
位高

森
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
Ｂ

☆
個
人
戦

男
子

３
人
抜
き
　
津
留
恒
星

（
１
年
）

立
山
宗

一
郎

（３
年
）

津
留
将
太
郎

（
３
年
）

山
村
隆
博

（
４
年
）

女
子

優
　
勝
　
　
一二
森
宏
美

（
１
年
）

第
３
位
　
　
桐
原
彩
音

（２
年
）

偏
見
や
差
別
を
無
く
し
明
る
い
町
づ
く
り

一

一̈
一　

・

一

●   ●

●   ●
高森警察署 ■L62-0110

～ 年末・年始の交通事故防止運動 ～

平成14年 12月 21日 (土 )～平成15年 1月 3日 (金 )ま での14日 間

鮮rβ

“
「

近年、年末年始は交通事故が多発する傾向にあ

ることから、広く県民に「交通ルールの遵守」と「交

通マナーの実践」を呼びかけることで、交通安全

思想の普及・浸透を図 り、県民自ら進んで交通安

全に取 り組むことで、交通事故防止の徹底を図る

ことを目的としています。

■運動の重 点 ■
・高齢者の交通事故防止

・飲酒運転の根絶

・シー トベル トとチヤイル ドシー トの着用の徹底

高森少年柔道クラブ
2逹覇

第 2 高森町少年柔道大会

ゃ れ ば '

で
｀
き3′

習 活 ナ

ロ

/oヽ
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人を守り、
まちを守る消防団

●

●

い
よ
い
よ
年
の
瀬

火
の
取
扱
い
に
注
意
Ｉ

肥後銀行駐車場前で元気よく火の用心を誓う高森幼稚園幼年消防隊員

早朝の非常呼集訓練

放水訓練

防火パレー ド

阿蘇広域行政事務組合消防本部

南部分署  TEL 6 2-9034

Ｈ
月
９
日
か
ら
１５
日
ま
で
は

「秋
の
全
国
火
災
予
防
週
間
」
で

し
た
。
予
防
週
間
に
先
立
ち

Ｈ

月
３
日

（日
）
の
早
朝
６
時
、
全

町
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
き
ま
し

た
。

こ
れ
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

非
常
呼
集
訓
練
で
、
火
を
取
り
扱
う

こ
と
の
多
く
な
る
冬
を
前
に
消
防

団
員
は
も
ち

ろ
ん
、
住
民

の
皆
さ
ん
に

防
火
、
防
災

の
意
識
を
高

め
て
も
ら
お

う
と
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

こ

の

日
、

町
内
全
域
で

訓
練
が

一
斉

に

行

わ

れ
、

各
分
団
は
速

や
か
に
所
定

の
位
置
に
集

合
、　
一
斉
に

放
水
を
開
始

し
、
あ
ら
た

め
て
日
頃
の

整
備
点
検

の

重
要
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
Ｈ
月
Ｈ
日
に
は
午
前
ｌｏ
時

よ
り
高
森
駅
か
ら
市
街
地
ま
で
防

火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
高
森
幼
稚
園
の
幼
年
消

一一

防
隊
を
先
頭
に
大
字
高
森
地
内
の

各
分
団

（
４
・
５
。
６
・
７
・
機
動

〓

分
団
）
か
ら
消
防
車
７
台
に
よ
る

パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
肥

一

後
銀
行
前
や
熊
本
県
信
用
組
合
前

で
は
、
幼
年
消
防
隊
員
が

「火
遊

び
は
し
ま
せ
ん
。
」
と
大
き
く
元

気
な
声
で
誓
い
、
火
の
用
心
を
訴

え
て
い
ま
し
た
。

へ _´

これか ら寒い季節に入 り、火を使用する機会が多くなります。

火は正 しく使用すると非常に便利なものです。

正 しく使用 し、寒い冬を暖か く過 ごしましょう。
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い
を
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火

バ
ヽ
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も
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あ

一
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と
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こ
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６
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あ
ま
い
る
つ
ェ
ス
タ
‐ｎ
た
が
も
り

《
文
化
祭
》

《
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

《
健
康
づ
く
り
推
進
大
会
》

Ｈ
月
２
日
か
ら
３
日
に
か
け
て
、高
森
町
民
体
育
館
で
「す
ま
い
る
フ
ェ

ス
タ
・ｌｎ
た
か
も
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
す
ば
ら
し
い
文
化
作
品
を
鑑
賞
す
る
笑
顔
、
健
康
に
過
ご
す

笑
顔
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町

づ
く
り
を
目
指
し
て
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
今
年
が
２
回
目
の
開
催
。

今
年
も
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
ロロ

第
“
回
町
民
文
化
祭

こ
の
催
し
は
県
芸
術
祭
参
加
の

企
画
で
あ
り
、
ま
ち
の
素
晴
ら
し

い
文
化
と
芸
術
を
広
く
内
外
に
発

信
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
文
化
協
会
員
は
も
ち
ろ

ん
、
各
学
校
や

一
般
か
ら
１７
部
門

の
展
示
と
発
表
が
あ
り
、
訪
れ
た

人
た
ち
は
素
晴
ら
し
い
展
示
作
品

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
ｃ

出
展

「
出
演
■
参
加
団
体
紹
介

□
肥
後
狂
句
　
□
俳
句
　
□
書
道
□
写
真
　
□
合
同
生
花
　
□
押
し

一

花
絵
　
□
盆
栽
　
□
絵
画
　
□
版
画
　
□
手
芸
　
□
茶
道
　
ロ
ラ
ベ
ン
一一

ダ
ー
会

（ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
）

□
陶
器
　
□
地
づ
き
唄
資
料
　
□
小

ず

中
学
校
。高
校
作
品
展
□
舞
踊

（松
若
会
社
中
。満
丸
会
社
中
。若
柳
会
）
一
．

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

１０
月
２５
日
か
ら
２７
日
ま
で
、
今
年
で
Ｈ
回
目

と
な
る

「高
森
工
芸
展
」
が
休
暇
村
南
阿
蘇
セ

ン
ト
ラ
ル
ロ
ツ
ジ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
南
阿
蘇
六
か
町
村
の
南
阿
蘇
ア
ー

ト
ア
カ
デ
ミ
ー
の
協
賛
を
受
け
て
高
森
町
美
術

工
芸
家
協
会

（山
田
良
典
代
表
）
が
主
催
し
た

も
の
で
、
町
内
ゆ
か
り
の
芸
術
家
等
が
芸
術
の

秋
に
ち
な
み
、
多
く
の
人
々
に
工
芸
の
素
晴
ら

し
さ
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
こ
の
時
期
に

行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
も
多
く
の
人
々
が
観
賞
し
、
技
の
素
晴

ら
し
さ
を
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
体
験

コ
ー
ナ
ー
で
は
カ
ズ
ラ
エ
芸
な
ど
に
家
族
連
れ

等
が
挑
戦
し
、
出
来
上
が

っ
た
世
界
に
ひ
と

つ

し
か
な
い
作
品
を
、
う
れ
し
そ
う
に
持
ち
帰

っ

て
い
ま
し
た
。

ｅ
　
　
Ｏ
　
　
饉
　
　
０
　
　
０
　
　
蔭
　
　
０
　
　
鰺
．．　
ｅ
　
　
Ｃ
　
　
鐵
　
　
●
　
　
０
一　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
０
　
　
爾
　
　
０
　
　
聾
　
　
惨
　
　
饉
　
　
薔
　
　
０
　
　
滲
　
　
０
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
０

いろんな種類の押 し花を組み合わせフィルム
で保存し、しおりを作っています。

夕の病房らルと多ソこ鹿薙タ ノ

高森工芸展 2002

●
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